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文
化
部

心
の
中
に
刻
ん
で
く
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

☆
平
成
二
十
五
年
度
　
実
績

▼
関
東
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手

権
秋
季
大
会

　

男
子
の
部　

予
選
出
場

▼
静
岡
県
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選

手
権
大
会　

出
場

☆
平
成
二
十
六
年
度
　
　
実
績

▼
関
東
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手

権
夏
季
大
会

　

男
子
の
部　

予
選
出
場

硬
式
野
球
部

「
私
生
活
は
野
球
に
つ
な
が
る
」

野
球
だ
け
で
は
な
く
学
校
生
活

に
お
い
て
も
他
の
模
範
と
な
れ

る
よ
う
文
武
両
道
を
目
指
し
、

ク
ラ
ス
・
学
年
の
た
め
に
身
を

粉
に
し
て
働
く
こ
と
を
常
に
意

識
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
か
ら
応
援
さ
れ
る

チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
、
ま
た
静

岡
県
制
覇
・
甲
子
園
出
場
を
目

標
に
「
全
員
野
球
」
で
日
々
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

☆
こ
れ
ま
で
の
主
な
実
績

▼
第
九
一
回
全
国
高
等
学
校
野
球

選
手
権
静
岡
大
会　

県
ベ
ス
ト
十
六

▼
第
九
二
回
全
国
高
等
学
校
野
球

選
手
権
静
岡
大
会　

県
ベ
ス
ト
十
六

▼
第
六
三
回
秋
季
高
校
野
球
静
岡

県
大
会　
　

県
ベ
ス
ト
八

☆
平
成
二
十
五
年
度
　
実
績

▼
第
九
五
回
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
記
念
静
岡
大
会

�

　

二
回
戦
敗
退

▼
第
六
六
回
秋
季
高
校
野
球
静

岡
県
東
部
地
区
大
会

�

　

敗
者
復
活
戦
三
回
戦
敗
退

☆
平
成
二
十
六
年
度
　
　
実
績

▼
第
九
六
回
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
記
念
静
岡
大
会

�

　

二
回
戦
敗
退

▼
第
六
七
回
秋
季
高
校
野
球
静

岡
県
東
部
地
区
大
会　

第
三
位　

県
大
会
ベ
ス
ト
十
六

応
援
団

　

我
々
応
援
団
は
「
応
援
さ
れ

る
応
援
団
」
を
目
指
し
、
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。
男
の
世
界

と
思
わ
れ
が
ち
な
応
援
団
で
す

が
、
現
在
で
は
女
子
団
員
も
増

え
、
男
子
に
負
け
ず
迫
力
の
あ

る
演
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

加
藤
学
園
高
校
応
援
団
の
特

徴
は
、
そ
の
切
れ
の
あ
る
演
武

と
大
き
な
声
だ
と
思
い
ま
す
。

　

応
援
団
と
い
う
立
場
上
、
常

に
脇
役
と
し
て
応
援
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
静
岡
県

下
の
高
校
応
援
団
が
集
ま
る
、

応
援
団
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
日
だ

け
主
役
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
後
は
更
に
活
動
の
舞

台
を
拡
げ
、
気
力
あ
ふ
れ
る
応

援
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

総
合
部
　
自
転
車
競
技

　

髙
木
彩
夢
（
Ｇ
Ⅲ
４
）

▼
平
成
二
十
六
年
度　

全
国
高

等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技
大
会

　

三
月
二
十
日
～
二
十
二
日

�

（
北
九
州
メ
デ
ィ
ア
ド
ー
ム
）

▼
第
六
十
一
回
高
校
総
体
東
海

大
会　
六
月
二
十
日
～
二
十
二
日

（
豊
橋
競
輪
場
・
万
城
調
整
池

管
理
用
道
路
）

　

こ
の
二
大
会
に
お
い
て
、
ト

ラ
ッ
ク
競
技
二
種
目
・
ロ
ー
ド

競
技
で
出
場
権
を
獲
得
。
日
ご

ろ
の
鍛
錬
が
実
を
結
び
、
昨
年

度
よ
り
も
一
層
パ
ワ
フ
ル
な
走

り
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

美
術
部

　

油
絵
・
水
彩
・
彫
刻
・
デ
ザ

イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
等
の
作
品
制

作
や
芸
大
・
美
大
・
美
術
系
専

門
学
校
の
受
験
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
私
学
生
徒

美
術
展
や
各
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
へ
の
出
品
の
実
績
を
持
っ

て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
中
に
は
、

画
壇
で
活
躍
し
て
い
る
画
家
や

映
画
・
テ
レ
ビ
の
映
像
関
係
・

ゲ
ー
ム
関
係
・
自
動
車
デ
ザ
イ

ン
等
、
数
多
く
の
美
術
家
を
輩

出
し
て
い
る
部
活
で
す
。
写
真

は
今
年
の
夏
休
み
に
ル
ネ
サ
ン

ス　

ト
ー
ア
沼
津
ス
イ
ミ
ン
グ

の
子
供
達
の
た
め
に
12
メ
ー
ト

ル
の
楽
し
い
壁
画
を
部
員
全
員

で
描
き
ま
し
た
。

音
楽
部

　

創
部
五
十
三
年
の
歴
史
あ
る

部
活
動
で
す
。
合
唱
を
中
心
に

ア
カ
ペ
ラ
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
年
に
一
回
の
定

期
演
奏
会
は
部
員
自
ら
が
企

画
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
期
演
奏
会
で
は
、
代
表
的
な

合
唱
曲
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｊ–

ｐ

ｏ
ｐ
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
、
映
画
音

楽
等
幅
広
い
音
楽
を
、
ア
カ
ペ

ラ
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
な
ど
も

使
い
演
奏
し
ま
す
。
毎
年
コ
ン

サ
ー
ト
に
来
場
し
て
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
楽
し
み

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

演
劇
部

　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
日
に

本
校
講
堂
で
行
わ
れ
た
「
新
入

生
歓
迎
会
」
で
、
新
入
生
全
員

に
寸
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ

し
て
六
月
一
日
に
開
催
さ
れ

た
「
暁
野
祭
」
文
化
の
部
で
は
、

本
校
講
堂
で
「
少
し
粘
着
質
な

恋
愛
の
ス
ス
メ
～
男
子
高
校
生

阿
戸
く
ん
の
場
合
～
」
を
上
演

し
ま
し
た
。
こ
の
公
演
で
三
年
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生
は
引
退
し
、
新
部
長
が
佐
野

克
（
Ｓ
Ｐ
Ⅱ
２
）
に
決
ま
り
、

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

八
月
二
・
三
日
に
実
施
さ
れ

た
中
学
生
対
象
の
「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
は
、
中
学
三

年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

寸
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
嬉
し
い
こ
と
に

多
く
の
観
客
の
前
で
大
反
響
の

う
ち
に
発
表
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
部
員
一
同
が
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
て
作
っ
た
劇

を
、
多
く
の
人
に
観
て
も
ら
え

た
こ
と
は
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

沼
津
駿
東
・
三
島
田
方
・
伊

東
地
区
の
高
校
演
劇
部
が
一
堂

に
会
す
る
「
東
部
高
等
学
校
演

劇
研
究
大
会
」
は
、
今
年
も

十
一
月
一
・
二
日
に
三
島
市
民

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ

こ
で
は
各
校
六
十
分
の
上
演
時

間
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
台
本
は
、
部
員
稲
川
里

咲
（
Ｓ
Ｐ
Ⅱ
２
）
創
作
の
「
ぼ

く
た
ち
の
し
ま
」
に
決
定
し
、

既
に
本
校
演
劇
部
は
、
大
会
に

向
け
始
動
し
ま
し
た
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

情
報
シ
ス
テ
ム
部

　

新
校
舎
に
パ
ソ
コ
ン
が
八
十

台
設
置
さ
れ
、
明
る
く
清
潔
な

環
境
の
中
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
日
は
月
～
金
曜
日
放
課
後

十
七
時
三
十
分
ま
で
で
、
活
動

内
容
は
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
・

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
表
計
算
や
文
書
デ
ザ
イ

ン
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
検
定
試
験
を
受
験
し
、
上

級
資
格
取
得
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
知
識
や
技
術

の
習
得
だ
け
で
は
な
く
、
学
年

を
越
え
た
仲
間
作
り
を
し
な
が

ら
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部

平
成
二
十
五
年

【
１
】
平
成
二
十
五
年
度
静
岡

県
私
学
音
楽
祭
出
場

◇
十
一
月
二
十
三
日
（
土
）
藤

枝
順
心
高
校
講
堂
で
開
催

　

二
年
生
の
修
学
旅
行
の
為
に

出
場
で
き
な
い
吹
奏
楽
部
や
音

楽
部
に
代
わ
り
、
Ｆ
Ｓ
部
の
三

年
生
の
バ
ン
ド
が
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
演
奏
で
三
曲
を
披
露
。

管
弦
楽
や
吹
奏
楽
、
女
声
合
唱

な
ど
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
基
調
の
音

楽
祭
の
中
で
場
違
い
な
の
で
は

と
心
配
し
た
が「
新
鮮
な
演
奏
」

と
評
価
さ
れ
、
よ
い
機
会
を
与

え
ら
れ
た
と
感
謝
し
た
。

平
成
二
十
六
年

【
２
】
第
三
十
二
回
高
等
学
校

Ｆ
Ｓ
部
軽
音
楽
部
合
同
発
表
会

参
加

◇
二
月
二
日
（
日
）
清
水
町
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
開
催
。
御
殿
場
南
、
御

殿
場
西
、
沼
津
東
、
沼
津
中
央
、

沼
津
工
業
、
伊
豆
中
央
、
本
校

の
七
校
が
出
場
し
、
全
体
で

二
十
八
曲
が
発
表
さ
れ
た
。
審

査
の
結
果
、
本
校
か
ら
の
入
賞

は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

最
優
秀
賞 

曲
名
「
ラ
ヴ
ァ

ー
ズ
」
バ
ン
ド
名
「
さ
ら
だ
ば

ー
」Vo

勝
又
ち
ひ
ろ
・Gt

村

松
春
奈
・
今
井
花
帆
・Ba

増

田
美
柚
・Dr

福
井
紅
音
（
ド

ラ
マ
ー
賞
受
賞
）　

※
県
立
静
岡
西
高
校
音
楽
部
が

ゲ
ス
ト
参
加

【
３
】
静
岡
西
高
校
音
楽
部
と

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ラ
イ
ブ

◇
三
月
十
六
日
（
日
）
す
み
や

静
岡
店
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
に
て

実
施
。
前
年
度
の
ラ
ジ
オ
番
組

出
演
が
契
機
と
な
っ
て
静
岡
市

で
活
発
に
活
動
し
て
い
る
静
岡

西
高
校
の
顧
問
と
の
ご
縁
が
生

ま
れ
、
合
同
発
表
会
へ
の
ゲ
ス

ト
参
加
に
続
い
て
本
校
と
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
ラ
イ
ブ
を
企
画
し
て

い
た
だ
い
た
。
我
が
部
と
し
て

は
二
回
目
の
〝
遠
征
〟
を
行
い

ま
し
た
。
静
西
音
楽
部
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
の
創
作
と
演
奏
を
活

動
の
柱
と
し
て
お
り
、
静
岡
市

と
い
う
都
会
で
の
演
奏
も
含
め

て
部
員
た
ち
に
よ
い
刺
激
を

い
た
だ
い
た
。  　
　

   　
　

  
　
　
　
　
　
　

         

【
４
】
暁
野
祭
文
化
の
部
参
加

◇
六
月
一
日
（
日
）
講
堂
ス
テ

ー
ジ
／
音
楽
室
ラ
イ
ブ
（
全

四
十
二
曲
）
大
盛
況
の
う
ち
に

三
年
生
の
活
動
が
締
め
く
く
ら

れ
た
。

吹
奏
楽
部

　

吹
奏
楽
部
は
マ
ー
チ
ン
グ
と

ス
テ
ー
ジ
演
奏
の
両
立
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
マ
ー

チ
ン
グ
で
は
過
去
六
回
の
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ

ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
出
場
を
は

じ
め
、
四
回
の
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
な
ど
全
国
レ
ベ
ル

の
活
躍
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
や

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に

も
出
場
し
、
県
大
会
出
場
を
何

度
も
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
一

時
低
迷
が
続
き
ま
し
た
が
、
先

輩
方
に
続
け
る
よ
う
部
員
一
同

楽
し
く
、
真
剣
に
練
習
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
マ
ー
チ
ン
グ
全

国
大
会
目
指
し
て
練
習
中
で
す
。

茶
道
部

　

毎
週
火
・
木
曜
日
に
記
念
館

三
階
に
て
、
外
部
講
師
を
招
い

て
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
短

い
時
間
で
す
が
、
先
生
方
に
は

丁
寧
に
教
え
て
頂
い
て
い
ま
す
。

部
員
同
士
、
お
手
前
の
腕
を
上

げ
よ
う
と
努
力
し
、
そ
の
成
果

を
暁
野
祭
、
学
生
茶
会
へ
参
加

し
、披
露
し
て
い
ま
す
。卒
業
時

に
は
ほ
ぼ
全
員
が
お
免
状
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
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煎
茶
部

　

週
に
二
回
、
外
部
の
先
生
か

ら
の
指
導
を
中
心
に
活
動
し
、

急
須
で
入
れ
る
お
茶
を
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
と
気
遣
い
で
美
味

し
く
入
れ
る
コ
ツ
だ
け
で
な
く
、

和
室
で
の
マ
ナ
ー
や
日
本
の
文

化
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

お
客
様
を
も
て
な
す
心
や
、
和

菓
子
を
通
じ
て
日
本
の
四
季
に

対
す
る
感
覚
な
ど
に
つ
い
て
も

再
認
識
で
き
る
場
で
す
。
学
ん

だ
成
果
は
主
に
暁
野
祭
で
披
露

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
文
化
祭
で
は
初
め
て

「
野
点
」
を
行
い
、
今
ま
で
と

は
違
っ
た
お
も
て
な
し
の
工
夫

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

化
学
部

　

河
川
の
浄
化
を
目
指
し
、
沼

津
市
内
の
水
質
調
査
と
生
活
排

水
処
理
装
置
の
開
発
を
続
け
て

い
ま
す
。
今
年
も
八
月
に
立
命

館
守
山
高
校
の
「
水
環
境
フ
ォ

ー
ラ
ム
二
〇
一
四
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
国
内
お
よ
び
海
外
か

ら
水
環
境
の
研
究
に
携
わ
る
高

校
生
が
多
数
集
い
、
英
語
に
よ

る
口
頭
発
表
や
ポ
ス
タ
ー
発
表

で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
示

し
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
討
論

し
、
情
報
交
換
が
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
最
終

日
に
は
参
加
生
徒
で
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
琵
琶
湖
の
水

質
お
よ
び
生
態
調
査
を
し
、
プ

レ
ゼ
ン
形
式
で
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
生
徒
主
体
で
調
査
結
果

を
ま
と
め
、
英
語
を
通
し
て
討

論
・
発
表
で
き
た
こ
と
は
大
変

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
例
年
通
り
に
理
科
研

究
発
表
会
や
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

に
参
加
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ
理

科
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
た
め

に
、
体
験
型
の
出
張
科
学
実
験

を
毎
年
企
画
・
運
営
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
九
月
十
四
日（
日
）

に
沼
津
第
五
地
区
セ
ン
タ
ー
で

「
体
験
！
科
学
実
験
二
〇
一
四

ｉ
ｎ
ぬ
ま
づ
」
と
題
し
、
昨
年

よ
り
も
さ
ら
に
大
規
模
に
行
い

ま
し
た
。
県
内
の
教
職
員
や
高

校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
へ
科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
継
続
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
予
定
で
す
。調
査
・

研
究
に
留
ま
ら
ず
、
化
学
部
も

地
域
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

筝
曲
部

　

毎
日
記
念
館
四
階
に
て
練
習

し
て
い
ま
す
。
金
曜
日
に
は
、

外
部
講
師
を
招
い
て
指
導
を
受

け
て
い
ま
す
。
先
生
は
丁
寧
に

時
に
は
厳
し
く
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
部
員
同
士
、
腕
を
上

げ
よ
う
と
努
力
し
、
そ
の
成
果

を
暁
野
祭
の
ス
テ
ー
ジ
で
発
表

し
て
い
ま
す
。

一　

文
化
祭
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏

二　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

　

八
月
二
日
・
三
日
に
演
奏
お

よ
び
中
学
生
に
琴
を
ひ
く
体
験

指
導
を
し
、
多
く
の
中
学
生
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

洋
裁
・
手
芸
部

　

洋
裁
・
手
芸
部
は
火
曜
日
週

一
回
、
食
物
室
に
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
二
年
生
四
名
、

一
年
生
二
名
と
少
人
数
で
す
が
、

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
外

部
か
ら
講
師
を
招
き
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
シ

ュ
シ
ュ
、
弁
当
袋
、
ト
ー
ト
バ

ッ
グ
な
ど
の
小
物
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
暁
野
祭
で

は
布
製
の
筆
箱
、
小
物
入
れ
、

ミ
サ
ン
ガ
を
作
成
し
、
好
評
で

し
た
。
普
段
の
活
動
で
は
部
員

た
ち
が
欲
し
い
と
思
っ
た
も
の

を
作
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
手

作
り
品
が
完
成
し
た
時
の
達
成

感
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
目

立
た
な
い
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
道
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

書
道
部

　

文
化
祭
は
も
ち
ろ
ん
、
静
岡

県
書
道
連
盟
書
初
展
、
静
岡
県

東
部
地
区
高
等
学
校
新
春
書
作

展
と
年
二
回
の
書
作
展
に
作
品

を
出
品
し
、
数
々
の
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
硬
筆
・

毛
筆
書
写
検
定
の
資
格
取
得
を

目
指
し
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

作
品
展
へ
の
出
品
だ
け
で
な
く
、

文
化
祭
や
当
校
の
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
披
露
も
し
て
い
ま
す
。

　

書
道
部
は
日
々
大
き
く
飛
躍

す
べ
く
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
部

　

イ
ラ
ス
ト
部
は
、
月
～
金
の

放
課
後
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

文
化
祭
を
最
後
に
三
年
生
が
引

退
し
、
現
在
一
・
二
年
生
七
名

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

一
学
期
は
文
化
祭
で
、
ま
た

夏
休
み
に
は
中
学
生
対
象
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
展
示

を
し
て
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

特
に
文
化
祭
で
は
、
予
想
以
上

の
方
々
に
作
品
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
お
気
に
入
り
の
作
品
を
ご

購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
学
期
に
は
十
月
一
日（
水
）

～
三
日
（
金
）
の
期
間
、
Ｂ
棟

一
階 

中
央
廊
下
掲
示
板
に
て

新
作
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

二
年
生
を
中
心
と
し
た
新
し
い

メ
ン
バ
ー
で
の
初
の
展
示
会
で

緊
張
し
ま
し
た
が
、
多
く
の

方
々
が
足
を
止
め
て
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
の
目
標
は
、
マ
ン
ガ
甲

子
園
出
場
を
果
た
す
よ
う
に
頑

張
る
こ
と
で
す
。
感
性
を
磨
き
、

技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す

日
本
舞
踊
部

　

日
本
舞
踊
部
で
は「
藤
間
流
」

と
い
う
流
派
の
日
本
舞
踊
を
学

ん
で
い
ま
す
。
毎
週
火
曜
日
、

藤
間
流
家
元
の
藤
間
傳
次
先
生

に
来
て
い
た
だ
き
新
古
典
派
の

踊
り
を
習
っ
て
い
ま
す
。
古
典

的
な
曲
だ
け
で
な
く
、
Ｋ–

ｐ

ｏ
ｐ
や
Ｊ–

ｐ
ｏ
ｐ
な
ど
自
分
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の
気
に
入
っ
た
曲
を
先
生
に
振

付
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
と

て
も
楽
し
く
踊
り
を
覚
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
着
物

の
着
付
も
教
え
て
い
た
だ
け
る

の
で
一
人
で
上
手
に
着
物
が
着

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
、
新
入
生
歓
迎
会
や
文

化
祭
で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

裾
野
芸
術
祭
や
沼
津
市
の
さ
ん

さ
ん
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

愛
鷹
ホ
ー
ム
に
訪
問
し
入
居
し

て
い
る
お
年
寄
り
の
方
た
ち
と

交
流
を
図
っ
て
お
り
、
長
年
の

活
動
が
評
価
さ
れ
「
沼
津
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

千
本
賞
」
を

頂
い
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る

方
は
一
度
日
本
舞
踊
部
を
の
ぞ

い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

華
道
部

　

加
藤
学
園
の
華
道
部
で
は

「
小
原
流
」
と
い
う
流
派
の
生

け
花
を
学
ん
で
い
ま
す
。
毎
週

一
度
小
原
流
師
範
の
内
田
先
生

に
来
て
い
た
だ
き
、
季
節
の
花

が
美
し
く
見
え
る
生
け
方
を
習

っ
て
い
ま
す
。
先
生
が
一
人
ひ

と
り
の
生
け
花
を
丁
寧
に
直
し

て
下
さ
る
の
で
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
花
が
属
す

る
科
や
名
前
の
由
来
な
ど
も
楽

し
く
教
え
て
い
た
だ
け
る
の
で

初
め
て
の
方
で
も
興
味
を
持
て

る
で
し
ょ
う
。
花
を
持
ち
帰
っ

て
も
う
一
度
復
習
し
て
生
け
直

し
、
生
け
花
を
家
で
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
生
け

花
だ
け
で
な
く
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
や
ク
リ
ス
マ
ス
リ

ー
ス
作
り
も
習
い
ま
し
た
。
三

年
生
に
な
る
と
全
員
「
小
原
流

初
等
科
免
状
」
を
取
得
で
き
、

将
来
、
さ
ら
に
生
け
花
を
習
っ

て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
花

が
好
き
な
方
は
ぜ
ひ
一
度
華
道

部
を
覗
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

写
真
部

　

文
化
祭
で
の
展
示
を
大
き
な

目
標
と
し
て
、
風
景
・
人
物
・

動
物
・
鉄
道
・
自
動
車
な
ど
、

部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
日
頃
か
ら
興

味
の
あ
る
も
の
を
撮
影
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
プ
リ
ン
ト
し

て
部
員
同
士
で
批
評
し
合
い
ま

す
。
校
外
発
表
の
場
と
し
て
、

年
三
回
、
静
岡
県
東
部
高
等
学

校
写
真
連
盟
の
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
が
あ
り
ま
す
が
、
毎
回
、
本

校
写
真
部
員
の
作
品
が
入
賞
し

て
い
ま
す
。

　

六
月
十
四
日
、
沼
津
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
で
静
岡
県
東
部
高

等
学
校
写
真
連
盟
第
一
回
写
真

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
傳
あ
か

り
さ
ん
（
Ｐ
Ⅰ
２
）
の
作
品
が

入
選
し
ま
し
た
。

囲
碁
将
棋
部

　

囲
碁
将
棋
部
は
男
子
十
一
名
、

女
子
四
名
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
春
に
行
わ
れ
た
静
岡
県
高

校
囲
碁
選
手
権
大
会
の
十
三
路

盤
の
部
で
は
、
栗
原
蓮
（
Ｓ
Ｐ

Ⅰ
１
・
三
島
南
中
出
身
）
が
東

部
大
会
四
位
と
な
り
、
県
大
会

へ
進
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県

大
会
女
子
団
体
の
部
で
は
、
県

で
四
位
と
な
り
、
個
人
の
部
で

は
森
本
ち
よ
の
（
Ｓ
Ｐ
Ⅲ
１
・

熱
海
中
出
身
）
と
大
石
麻
里
衣

（
Ｓ
Ｐ
Ⅱ
１
・
大
岡
中
出
身
）

が
ベ
ス
ト
十
六
に
入
る
活
躍
を

し
ま
し
た
。
九
月
に
は
新
人
戦

が
始
ま
り
ま
す
。
上
位
入
賞
を

目
指
し
、
日
々
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。図

書
部

　

文
化
祭
で
は
、
読
書
コ
ー
ナ

ー
と
憩
い
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

ま
た
、
部
員
た
ち
の
「
お
す
す

め
の
一
冊
」
を
展
示
し
ま
し
た
。

　　

日
常
の
活
動
は
図
書
室
を
利

用
し
、
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で

各
自
読
書
や
調
べ
学
習
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
俳
句
・
短
歌
・

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
創
作

活
動
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

　

加
藤
学
園
高
校
イ
ン
タ
ー
ア

ク
ト
ク
ラ
ブ
は
現
在
部
員
約

三
十
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

例
会
は
基
本
的
に
毎
月
第
一
木

曜
日
に
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ

で
あ
る
沼
津
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
方
を
お
招
き
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

年
間
通
じ
て
の
活
動
と
し
て

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

を
回
収
す
る
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
し
て
は

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

の
際
に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
三

島
店
前
に
て
日
本
盲
導
犬
協
会

か
ら
依
頼
さ
れ
た
盲
導
犬
育
成

の
た
め
の
募
金
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
暁
野
祭
文
化
の

部
の
際
に
は
、
展
示
と
合
わ
せ

て
日
本
盲
導
犬
協
会
の
方
を
お

招
き
し
、
盲
導
犬
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
は
、
Ｊ
Ａ
な
ん
す

ん
本
店
前
に
て
二
十
四
時
間
テ

レ
ビ
の
募
金
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
静
岡
第
一
テ
レ

ビ
か
ら
依
頼
さ
れ
た
活
動
で
、

今
年
度
で
五
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
そ
の
時
々
に
応
じ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
の
と
共

に
、
年
間
を
通
じ
て
行
う
活
動

を
も
っ
と
増
や
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

百
人
一
首
部

　

文
化
祭
で
は
、掲
示
を
し
、多

く
の
方
が
百
人
一
首
の
世
界
観

を
味
わ
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

普
段
の
活
動
は
、
放
課
後
に
、

記
念
館
や
教
室
で
、
競
技
カ
ル

タ
の
形
式
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
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